xlsxfile
ローカルファイルシステムのXLSXファイルを読み込み、各行をレコードとして出力します。複数のシートを含むファイルから特定のシートを指定できます。
コマンドプロパティ
	項目
	説明

	コマンドタイプ
	ドライバークエリ

	必要な権限
	なし

	ライセンス使用量
	集計する

	並列実行
	非対応

	分散実行
	非対応


構文
xlsxfile [skip=LONG] [offset=LONG] [limit=LONG] [sheet=STR] PATH
オプション
skip=LONG
最初にスキップする行数。ヘッダー行など最初の数行を除いて読み込む場合に使用します。（デフォルト：0）
offset=LONG
スキップするレコード数（デフォルト：0）
limit=LONG
読み込む最大レコード数。指定しない場合はすべての行を読み込みます。
sheet=STR
読み込むシート名。指定しない場合はすべてのシートを順番に読み込みます。
対象
PATH
XLSXファイルのパス。ワイルドカード（*）を使用して複数のファイルを指定できます。
出力フィールド
各セルの列インデックス（1から始まる）に基づいてフィールド名（col1、col2、...）を割り当てます。最初の行がヘッダーである場合は skip=1 で最初の行をスキップする必要があります。
	フィールド
	タイプ
	説明

	col1
	文字列
	1列目の値

	col2
	文字列
	2列目の値

	...
	文字列
	以降の列の値

	_sheet
	文字列
	該当行が属するシート名

	_file
	文字列
	元のファイル名


エラーコード
パースエラー
	エラーコード
	メッセージ
	説明

	13000
	file が存在しないか読み取れません。
	指定したXLSXファイルが存在しないか読み取れない場合

	13001
	file の親ディレクトリが存在しないか読み取れません。
	ファイルの親ディレクトリにアクセスできない場合

	13002
	ファイルパスを入力してください。
	ファイルパスを指定していない場合

	13003
	xlsxfile コマンドで照会する file へのアクセスが拒否されました。
	ファイルパスへのアクセスがセキュリティポリシーによって拒否された場合


ランタイムエラー
該当なし
説明
xlsxfile コマンドは、ローカルファイルシステムのXLSXファイルを読み込み、各行をレコードに変換して出力します。sheet オプションを指定するとそのシートのみを読み込み、指定しない場合はすべてのシートを順番に読み込みます。
ファイルパスにクエリパラメーター（${}）を使用できます。
使用例
XLSXファイルを読み込む
xlsxfile /data/report.xlsx
/data/report.xlsx ファイルのすべてのシートを読み込み、各行をレコードとして出力します。
特定のシートのみを読み込む
xlsxfile sheet=Sheet1 /data/report.xlsx
Sheet1 シートの内容のみを読み込みます。
ヘッダー行をスキップして読み込む
xlsxfile skip=1 /data/report.xlsx
最初の行（ヘッダー）をスキップしてデータ行から読み込みます。
読み込むレコード数を制限して読み込む
xlsxfile limit=100 /data/large_report.xlsx
最初の100行のみを読み込みます。
